
近
代
日
本
医
学
に
正
方
向
を
指
示
し
て
く
れ
た
「
臓
志
」
の
意

オ
ラ
ン
ダ

義
、
続
い
て
「
紅
夷
の
害
の
正
し
く
華
説
は
誤
り
」
と
日
本
医
学
の

正
道
を
明
確
に
教
え
た
河
口
信
任
の
「
解
屍
編
」
の
卓
見
、
こ
の
正

道
に
向
っ
て
日
本
中
の
医
者
を
奮
起
さ
せ
自
信
に
満
ち
て
歩
ま
せ
た

杉
田
玄
白
の
「
解
体
新
書
」
の
壮
挙
、
・
・
へ
と
連
が
ら
せ
た
原
点

と
な
り
、
本
邦
に
ル
ネ
サ
ン
ス
を
発
祥
さ
せ
た
「
苛
私
林
牛
私
」
原

典
が
、
あ
の
洋
書
所
持
厳
禁
の
幕
制
下
に
あ
り
な
が
ら
、
如
何
に
し

て
東
洋
の
手
に
入
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
誰
が
贈
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
な
が

ら
、
石
原
説
（
故
石
原
明
氏
）
が
否
定
さ
れ
た
後
、
依
然
暗
黒
で
あ

る
。

私
は
幸
い
に
河
口
信
任
の
致
仕
し
た
土
井
古
河
藩
に
産
れ
た
の

誰
が
山
脇
東
洋
に
苛
私
林
牛
私

「
解
体
原
書
」
を
贈
っ
た
か

||’

島
恂
二

そ
も
そ
も
佐
倉
城
か
ら
古
河
城
に
移
封
し
た
土
井
利
勝
を
祖
と
す

ト
シ
マ
ス

る
土
井
藩
は
、
五
代
利
益
の
時
、
天
和
元
年
志
州
鳥
羽
城
に
七
万
石

で
移
封
さ
れ
た
が
志
州
は
殆
ど
伊
勢
神
領
で
鳥
羽
藩
に
は
二
万
石
き

り
な
く
、
残
る
五
万
石
は
中
江
藤
樹
の
琵
琶
湖
北
方
か
ら
得
た
。
こ

の
時
、
利
勝
遺
戒
十
三
条
の
一
つ
「
医
師
は
高
級
で
江
戸
京
大
阪
に

名
だ
た
る
者
を
召
し
抱
え
置
け
」
に
従
っ
て
、
藤
樹
系
の
名
儒
医

や
、
京
か
ら
は
カ
ス
パ
ル
門
弟
河
口
良
庵
の
子
、
良
閑
（
房
頼
）
な

る
蘭
医
を
召
抱
え
た
ま
ま
十
年
後
の
元
禄
四
年
に
は
肥
前
唐
津
城
に

移
封
し
た
。

当
時
、
長
崎
奉
行
所
に
は
十
数
藩
が
常
駐
又
は
交
代
で
警
護
の
手

助
け
を
し
て
お
り
、
島
原
藩
と
唐
津
藩
は
年
交
代
で
長
崎
に
詰
め

た
。
唐
津
藩
は
、
松
浦
氏
の
伝
統
の
海
軍
の
本
領
を
発
揮
し
て
、
長

キ
パ
チ

キ
キ
ヤ
ク

崎
港
の
西
側
出
口
の
木
鉢
港
に
常
駐
し
、
別
に
東
中
町
に
「
聞
役

ザ

座
」
を
持
ち
、
立
山
御
作
事
の
隣
り
に
住
し
た
。
藩
主
の
土
井
利

ト
シ
ザ
ネ
ト
シ
サ
ト

益
、
土
井
利
実
、
土
井
利
里
の
三
侯
は
実
地
に
長
崎
に
巡
見
し
て
藺

船
の
姿
を
実
見
し
た
。

で
、
土
井
藩
を
中
心
に
し
て
信
任
の
紅
夷
の
解
体
原
書
入
手
を
考
究

中
に
、
東
洋
に
原
書
を
贈
っ
た
で
あ
ろ
う
人
も
想
定
し
て
見
た
。
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元
禄
三
年
鳥
羽
城
で
産
れ
た
利
実
が
正
徳
三
年
（
一
七
三
一
）
唐
津

城
主
と
な
る
と
、
享
保
元
年
か
ら
配
下
の
木
鉢
港
に
は
長
崎
奉
行
が

「
唐
船
見
送
番
所
」
を
設
け
て
、
唐
船
の
私
的
闇
貿
易
を
監
視
す
る

こ
と
と
な
り
、
唐
船
側
即
ち
唐
人
館
か
ら
は
好
意
的
に
見
て
く
れ
る

様
に
接
触
し
て
き
た
と
思
わ
れ
、
番
所
の
で
き
た
翌
享
保
二
年
に
は

利
実
長
崎
巡
見
が
あ
り
、
永
代
家
老
の
小
杉
元
卿
は
其
後
も
唐
人
側

招
待
で
長
崎
に
赴
き
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
に
は
、
唐
人
館
に
亡

命
中
の
金
州
長
官
の
高
友
三
と
鴻
順
館
に
会
談
し
、
高
氏
は
中
国
代

表
の
長
官
正
装
礼
服
を
着
て
日
本
国
小
杉
氏
に
扇
面
に
墨
書
し
て
贈

っ
た
（
現
存
）
。
こ
の
年
、
利
実
は
唐
津
城
の
西
側
に
藩
校
盈
科
堂

（
初
代
学
監
稲
葉
迂
斎
）
を
創
設
し
た
。

次
の
利
延
侯
を
経
て
延
享
二
年
利
里
が
城
主
と
な
り
、
同
年
京
都

に
名
医
を
需
め
て
、
山
脇
東
洋
の
無
二
の
親
友
「
原
双
桂
」
（
原
琉
、

字
公
瑠
、
小
字
三
右
衛
門
、
号
墜
桂
、
又
号
尚
庵
、
平
安
人
、
仕
唐
津
侯
。

侯
後
移
封
古
河
）
廿
八
歳
が
唐
津
の
召
請
を
受
け
た
。
双
桂
は
京
三

条
街
に
産
れ
伊
藤
東
涯
に
学
び
、
十
四
歳
で
父
を
亡
い
、
大
阪
、
江

戸
に
医
を
学
び
、
再
び
京
に
戻
っ
て
東
洋
と
親
し
く
学
び
合
っ
た
。

東
洋
は
瀕
り
と
唐
津
の
僻
地
下
り
に
反
対
し
た
（
原
念
斎
著
「
桂
館

野
乗
」
）
が
、
双
桂
は
唐
津
に
赴
任
後
忽
ち
良
医
の
程
が
士
民
の
間
に

博
ま
り
利
里
侯
の
高
い
信
を
得
て
高
遇
さ
れ
た
。
利
里
は
寛
延
元
年

ト
シ
ト
モ

（
一
七
四
八
）
、
越
前
大
野
土
井
支
藩
利
知
の
娘
を
貰
い
、
小
杉
氏
は

祝
品
等
を
長
崎
に
求
め
て
こ
の
小
杉
氏
に
従
い
双
桂
も
長
崎
に
赴

き
、
其
後
、
双
桂
は
数
回
長
崎
を
訪
ね
て
い
る
。

宝
暦
十
年
の
利
里
侯
長
崎
巡
見
に
小
杉
氏
、
双
桂
は
随
行
し
、
双

桂
門
下
の
河
口
信
任
は
こ
の
時
従
っ
て
、
二
回
目
の
長
崎
遊
学
栗
崎

道
意
入
門
を
し
た
。
利
里
一
行
は
唐
人
館
の
鴻
臓
館
（
唐
人
屋
敷
の
迎

賓
室
。
奉
行
命
で
藩
主
と
雌
も
入
館
厳
禁
に
つ
き
、
藩
公
一
行
は
お
忍
び
で

あ
る
。
唐
船
見
送
番
所
の
あ
る
唐
津
藩
な
の
で
秘
か
に
紹
じ
た
・
）
と
福
済

寺
（
華
僧
大
鵬
）
を
訪
ね
、
双
桂
は
唐
人
館
で
も
福
済
寺
で
も
華
人
よ

り
何
事
も
知
り
よ
く
発
音
し
利
里
の
信
愈
々
厚
く
帰
藩
後
、
盈
科
堂

学
監
に
抜
擢
さ
れ
た
。
（
「
先
哲
叢
談
巻
八
」
、
「
桂
館
野
乗
」
）

か
く
て
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
か
ら
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
の
間

に
、
双
桂
は
、
唐
津
藩
の
偉
を
借
り
て
、
鴻
艫
館
で
、
嘗
っ
て
東
洋

と
京
で
獺
を
解
き
学
び
合
っ
た
古
医
方
経
験
か
ら
人
体
を
、
西
洋
人

は
如
う
見
て
い
る
か
、
を
、
是
非
原
書
を
入
手
し
た
い
と
頼
ん
だ
と

考
え
る
。
唐
人
館
側
は
中
国
の
国
威
に
か
け
て
華
僧
（
恐
ら
く
大
鵬
和

尚
）
に
頼
む
。
当
時
、
出
島
に
は
華
僧
と
女
郎
の
象
は
無
許
可
で
入

れ
た
か
ら
、
命
ぜ
ら
れ
た
華
僧
は
出
島
に
赴
き
時
の
大
通
事
吉
雄
耕

(30)
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宝
暦
十
三
年
五
月
十
五
日
古
河
城
請
取
同
日
唐
津
城
渡
し
で
河
口

信
任
は
最
後
の
便
船
迄
、
加
福
氏
か
ら
借
り
た
蘭
医
書
を
写
本
し

た
。
一
方
、
宝
暦
十
二
年
春
に
利
里
侯
、
小
杉
氏
、
双
桂
等
の
上
級

者
は
先
発
し
、
こ
の
途
次
、
双
桂
は
十
八
年
振
り
に
京
に
東
洋
を
訪

ね
た
。
途
遇
二
東
洋
一
。
東
洋
握
二
祖
ノ
手
千
・
（
「
先
哲
叢
談
」
巻
八
）
、

東
洋
と
双
桂
は
幕
府
禁
書
の
贈
呈
と
臓
志
刊
行
を
喜
び
手
を
握
り
合

っ
て
感
激
の
対
面
を
し
た
。
こ
の
年
の
八
月
一
日
に
東
洋
は
没
し

牛
に
頼
み
、
吉
雄
は
商
館
長
に
註
文
を
し
た
と
思
う
。

商
館
長
は
「
獺
の
内
景
か
ら
人
体
内
景
を
推
し
て
見
た
い
」
と
の

註
文
に
つ
き
、
高
級
高
額
の
比
較
解
剖
学
で
書
か
れ
た
く
２
冒
瞥

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
を
取
り
寄
せ
る
。
取
り
寄
せ
た
原
書
は
ラ
テ

ン
語
か
オ
ラ
ン
ダ
語
か
不
明
だ
が
吉
雄
は
双
方
読
め
た
の
で
「
苛
私

原
書
を
贈
っ
た
と
考
え
る
。

林
牛
私
」
と
書
い
て
渡
し
て
く
れ
た
。

幸
一
Ｏ

チ
ハ

本
は
華
僧
、
鴻
艫
館
、
唐
津
聞
役
座
連
絡
、
木
鉢
港
か
ら
唐
津

へ
、
更
に
双
桂
の
極
秘
使
者
仕
向
け
で
瀬
戸
内
海
か
ら
大
阪
港
に
上

っ
て
京
都
の
東
洋
に
直
行
と
い
う
次
第
で
、
つ
ま
り
双
桂
が
東
洋
に

以
上
の
如
く
、
双
桂
の
高
官
の
地
位
と
唐
津
藩
の
長
崎
役
の
運
用

を
利
し
て
、
高
級
高
額
の
比
較
解
剖
の
ウ
エ
ス
リ
ン
グ
解
体
原
書

は
、
長
崎
の
地
か
ら
京
の
東
洋
に
贈
ら
れ
た
と
考
え
る
次
第
で
あ

る
。

（
眼
科
開
業
）
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